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１．はじめに 

SenseWeb は，複数ユーザにより１つの大型画面

をシェアして使うことが出来る，マルチユーザを特

徴としたコンピュータインタラクション環境であ

る[1][2]。この環境においてユーザ同士が体験を共

有することで，創造的なコミュニケーションが促進

されると考え，いくつかのアプリケーションを開発

した。また，それらを用いて実験および実証を行っ

ている。本稿ではこれらのインタラクションの設計

手法を紹介するとともに，これまでの実験・実証内

容を踏まえ，インタフェースとしての新たな方向に

ついて考察する。 
 

２．SenseWebインタフェース環境とは 

情報を人間に役立つものとするためには，より人

間本来の感覚や表現法に適合したメディア情報の

提示法や，使いやすいインタフェースについての研

究が必要である。その一つである”SenseWeb”は，大

型スクリーンを用いて，直接情報に触って操作でき

るインタフェースを実現している点に特徴がある。

表示されるオブジェクトに手で触れるという直感

的な行為によって情報を操作でき，情報機器に対す

る習熟度に左右されないインタラクション環境で

ある。また，SenseWeb 環境を使う複数のユーザが

情報と空間を共有できることで，情報端末の操作と

同時に人間同士の Face to Face のコミュニケーショ

ンが可能となる。これによって，知育や発想を支援

することに有効な環境である[1][2][4]。 
SenseWeb 環境では，キーボードやマウスを使う

のではなく，表示された視覚情報に直接手で触れる

ことで，インタラクションを行うことができる。さ

らにハードの面から見ると，複数の手の位置を同時

に検出可能であるという特徴がある。これによって，

アプリケーションが適切に設計されることで，複数

人が同時に使用できる環境となる。この特徴によっ

て，SenseWeb は後に述べるような複数のユーザが

体験を共有することをサポートするのに適したイ

ンタラクション環境であると言えるだろう。 
次にアプリケーションレベルから見た特徴につ

いて述べる。上に述べたようなマルチユーザ対応の

特徴を生かすためには，専用アプリケーションのデ

ザインまたは既存アプリケーションをマルチユー

ザに対応させる必要がある。このようなマルチユー

ザ対応のグラフィカルなユーザインタフェースに

はほとんど事例がなく，特別な表示方法のデザイン

とインタラクションの設計が必要である。 
 

３．情報共有から体験共有へ 

一般的なコンピュータインタラクションでは，一

人のユーザで使用することを前提としているため，

本やデスクといったものをメタファとしたデザイ

ンがなされている。このような使用のされ方は，一

人のユーザが情報と向かい合う時には現時点では

最も適した方法といえるだろう。 
それに対して，SenseWeb は空間的スケールの表

示サイズと身体性を伴ったインタラクションの実

現が可能である。これによる情報とインタラクショ

ンを組み合わせは，従来の情報アクセスという枠を

超えた“体験”に近いものといえるだろう。 
これを活かすインタフェースデザインとして，ユ

ーザの動作に動的に対応し，ダイナミックに変化す

るレイアウトを提案した。これは，半自動的な動き

を伴いながら画像が提示され，ユーザが興味を持っ

た場合は，その画像に触れることでそれに近い位置

により詳細な画像およびテキスト情報を表示する

ものである。これによって各ユーザは一つの画面で

独立して操作を行うことができ，かつそれらの画像

は自由に位置を動かすことができる。また，投げる

といったジェスチャによって，他者に明示すること

もできる。これによって各ユーザは，他者の行動と

意図を直接認識することが可能となり，その場には

ユーザ同士の体験の共有が生まれる。 
 



４．ユーザアンケート調査 

前記のマルチユーザにおける情報の提示法・イン

タラクションが実際に有効であることを確かめる

ため，協調画像分類アプリケーションを使用して，

2人１組で協調して写真群からテーマに合ったもの

を選択する作業を行なう実験を行った．ユーザは，

各タスクについて，マルチポイント認識とシングル

ポイント認識の 2 つの環境でタスクを実行した．  
この実験のアンケート結果から，２０人の被験者

中１９人が，マルチポイント認識が使いやすいと回

答した。また，マルチユーザで操作できることによ

って，「画像の選択がスムーズにできた」というユ

ーザビリティにおける優位性が見られた。また，「相

手を気にせず作業ができた」，「共同作業の相手も

問題なく作業が出来ていた」という項目からは，マ

ルチポイント認識を用いたアプリケーションが複

数のユーザの独立した同時使用において有効であ

ることが確認できた[5]。 
 

５．実証実験 

 実証実験としてデザイン系展示会「東京デザイナ

ーズブロック」（以下，ＴＤＢ）での展示使用を行

った[3]。ＴＤＢでは，SenseWeb は会場の中心的な

場所に設置され，ＴＤＢの出展作家約２２０人のプ

ロフィール情報の表示と，その作家がどのエリアで

展示しているかを表示するアプリケーション（ＴＤ

Ｂインフォメーションボード）を展示した（図１）。 
 この展示会場では，コミュニケーションについて

いくつかの興味深い現象が見られた。例を挙げると，

ある人（ユーザＡ）が作家情報を閲覧中に，その作

家本人がその場に居合わせ，その場で会話が始まる

ということが見られた。これは３項で述べたとおり，

ユーザＡの行動が作家に認識され，ユーザＡが自分

に興味を持っているということが分かり，会話のき

っかけが生まれたといえる。ユーザＡの体験（身体

的インタラクション）と作家の体験（ユーザＡの行

動の発見）が一つの場で共有され，新たな体験（コ

ミュニケーション）が誘発された事例といえる。 

６．考察および展望 

SenseWeb の目指すものの一つは，単に機能的な

インタフェースの提供のみではなく，感性に適った

インタフェースからもたらされる，創造的環境の提

供である。今日の知見では認知よりさらに情動のほ

うが人の意思決定において大きな割合を占めてい

ることが分かっている。さらにポジティブな情動が

学習や創造的な思考に極めて重要であるといわれ

ている[4]。 
このような創造的状態を導くためには，単にユー

ザビリティのみでのアプローチでは不十分である。

感性的なインタラクションおよび視覚的デザイン，

さらにその場を共有するユーザ同士による直接コ

ミュニケーション体験が必要な要素となるだろう。

もちろん現在すでにコンピュータを介した社会的

インタラクションは可能であるが，その場に会する

人間同士で行われるマルチモーダルなコミュニケ

ーションは情動や創造性の活性化において無視で

きないだろう。 
今回の実験および展覧会展示による実証実験に

よって，SenseWeb は，インタラクションがコンピ

ュータとユーザの間のみでなく，その場の人と人の

コミュニケーションにも拡張するポテンシャルを

持っていることが確認できた。 
今後はさらに体験共有を促進するアプリケーシ

ョンを考案・開発するとともに，コミュニケーショ

ンと体験にどのような変化があったか検証したい。 
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図１. 体験共有の場面（ＴＤＢ会場にて）
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